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１．はじめに

愛知県立一宮高等学校、岐阜県立岐山高等学校、岐阜県立大垣東高等学校による

ハートピア安八高校生観測チーム『AstroHA』は、小惑星Olympia(14.7等)による恒星

TYC5743-00332-1（10.3等）の掩蔽現象の観測を行った。本研究はAstroHAおよびJOINの
データから小惑星の断面形状を求めた。さらに、2回の測光観測により小惑星の立体

形状を推測した。なお、本研究は一宮高校SSH重点枠の一環として実施した。

２．方法
観測機材：カセグレン式反射望遠鏡（西村製 D:700mm f:7000mm）

高感度ビデオカメラWatec100N GPS時計をTIViに同期（掩蔽観測）

冷却 CCD（SBIG 製 STL11000M－ABG）フィルターなし 90 秒露出（測光観測）

観 測 地：岐阜県安八郡安八町の生涯学習センター「ハートピア安八」

観測日時：2009年10月15日 18ｈ35ｍ～45ｍ（掩蔽観測）

11月6日 12月 8日（測光観測）

掩蔽予報：佐藤勲氏，Preston氏

ソ フ ト：すばる画像処理ソフト「マカリ」 ステライメージVer5 Microsoft Excel2003

３．結果
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図１は掩蔽現象を測光したグラフで、3.48秒の減光が観測された。図２はOlympiaの測
光結果である。二日間測光し、周期を76.3分と解析したが、そのうち比較星の測光がうま
くいったポイントを強調した。

４．考察･まとめ

ライトカーブの頂点が４つあることを形状による

ものと仮定すると、おおよその形は直方体であると

わかる。整約図(図３)のグラフにあう形を台形だと
推測した。しかし、これらの推測は考えられる多く

の解のうちの一つにすぎない。また、減光時間から

安八を通過した部分の影の長さは４９kmで、いなべ
市（メーリングリスト「JOIN」より）では３２kmだ
とわかった。観測された影は図４のようであった。

図４で黒い点は観測地、線の通っている点が安八で

あることを示し、もうひとつ影に接触している点は

いなべ市、影に接触していない３つの点は通過した観

測地であることを示している。

なお、整約図は観測された範囲の地球を平面と仮定

して計算した。
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